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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

  本研究の目的は、顔の運動情報（時系列に伴う動きの性質）が顔の表情認知に及

ぼす効果を明らかにすることであった。本研究者はこの問題に対して心理物理学的

アプローチ及び眼球運動分析という視点から検討した。これま で本研究によって明

らかになった点を概要すると、以下の 3 点にまとめられる。 1．顔の運動情報効果は

表情の空間周波数特性に依存すること。2．表情の時系列的変化パターンが文脈判断

に影響を与えること。 3．動画に対する眼球運動が静止画と異なること。  

 

 

 

 

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

 顔の表情は常に連続的な変化を伴うものであり、人間は動的な要素の中から 必要

な情報をすばやく処理、認知していると考えられる。したがって、静止画研究から

得られた表情認知過程の考察を踏まえ、顔の動的な情報の役割に注目することが必

要になってきた。本研究の目的は、顔の運動情報（時系列に伴う動きの性質）が顔

の表情認知に及ぼす効果を明らかにすることであった。本研究者はこの問題に対し

て心理物理学的アプローチ及び眼球運動分析という視点から検討した。  

 これまで本研究によって明らかになった点を概要すると、以下の 3 点にまとめら

れる。1．顔の運動情報効果は表情の空間周波数特性に依存すること。2．表情の時

系列的変化パターンが文脈判断に影響を与えること。 3．動画に対する眼球運動が

静止画と異なること。  

 

1.顔の動きが表情認知に与える効果を検討するために、動画像と静止画像の正答率

を分析し、表情間で比較した。結果、低空間周波数の表情 happy では運動情報効果

が現れたが、低空間周波数の表情 sad ではそれ現れなかった。これに対し、高空間

周波数の表情 happy では運動情報効果が現れなかったが、高空間周波数の表情 sad

では運動情報効果が現れた。表情間で運動情報効果が異なることが示され、顔の運

動情報効果は表情のもつ空間周波数成分に依存することを示唆した。  

 

2. 顔の線形・非線形的変化が表情認知に及ぼす効果を検討した． 実験１では表情

カテゴリー間の判断課題（笑顔，悲しみ顔），実験２では同一表情カテゴリー内の

判断課題（笑顔，苦笑い顔）を用い，リアル動画像とモーフィング動画像の認知の

差を検討した．結果，モーフィング動画像のような線形的変化は表情カテゴリー間

判断課題では影響を示さないが，表情カテゴリー内判断課題では正答率を低 下さ

せ，反応時間を遅延させることを明らかにした．これにより，人が顔の微細な変化

パターンを表情認知の手がかりにしていることを示唆した．   
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研究成果の概要 つづき  

3 .  顔の運動情報が表情認知に与える効果を眼球運動分析によって検討した。動画

像と静止画像に対する注視点を眼球運動測定によって分析し、表情間で比較し

た。結果、動画像の表情 happy では注視点の移動量が大きく減少したが、動画

像の表情 sad ではわずかな減少にとどまった。表情が異なることによって観察

者の眼球運動が変化することが示された。さらに眼球運動分析によって顔の動

的特性効果が観察者の認知方略に大きな影響を与えていることを示唆した。特

にこの成果は顔 表 情 画 像 の 時 間 的 な 変 化 に 伴 う 認 知 処 理 過 程 を 眼 球 運

動 分 析 で 示 す 初 め て の 研 究 と な っ た 。  

 

 以上の結果から、顔の運動情報効果が低次な空間周波数処理から高次な文脈処

理にわたって影響を与えていることを明らかにした。この領域はまだ端緒についた

ばかりであり、さらなる詳細な検討が進行中である。今後、本研究の進展によって

顔画像の時系列的な変化に伴う認知処理過程を分析可能となり、顔認知のダイナミ

ックプロセスを明らかにする手引きが得られるであろう。さらに静止画による研究

から構築されてきた顔認知モデルに対して、「動的特性の処理」という重要なプロ

セスを組み込んだ包括的なモデルを示すことを今後の大きな目的としている。なお

これまで本研究者は以上の研究成果を学会発表 5 件（内，海外 2），及び誌上発表 3

件（内，海外 2）において行っている。  

※  この（様式２）に記入の成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等

を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  


